
　　　　施政に関する基本方針

令和7年度 今年度の主な取組
　施政方針は抜粋したものです。全文はホームページ（ID:7673）をご覧ください。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
続
き
、
中
東
地
域
に

お
け
る
報
復
の
応
酬
は
終
わ
り
が
見
え
ず
、
世
界
情
勢
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
内
に
お

い
て
は
、昨
年
１
月
に
発
生
し
た「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

を
は
じ
め
、
気
候
変
動
に
伴
い
大
雨
に
よ
る
災
害
が
激
甚
化
・

頻
発
化
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
環
境
変
化
に
対
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
課
題
に
対
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
社
会
的
責
任
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
万

全
の
対
応
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
国
の
動
き
と
し
て
は
、
日
本
全
体
の
活

力
を
取
り
戻
す
た
め
、「
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型

経
済
」
へ
の
移
行
を
め
ざ
し
て
、
政
策
を
進
め
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
成
功
に
全
力

を
尽
く
す
と
と
も
に
、
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を
大
阪
の
新
た
な

成
長
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
引
き
続
き
黒
字
決
算
を
堅
持
し
て

い
る
も
の
の
、
地
方
債
残
高
が
多
く
、
今
後
も
高
水
準
の
公

債
費
負
担
が
続
く
な
か
、
社
会
情
勢
の
変
化
の
影
響
に
よ
る

不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状

況
下
で
も
、
物
価
上
昇
の
経
済
動
向
や
社
会
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に
向

け
機
動
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
月
に
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
期

間
中
に
は
、
国
内
外
の
多
く
の
旅
行
者
が
大
阪
を
訪
問
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
、
大
き
な
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
万
博
期
間
中
は
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
エ
リ
ア
を
中
心

に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
万
博
に
よ
る
経
済
効
果
を
本

市
の
地
域
経
済
に
十
分
に
取
り
込
む
べ
く
、
積
極
的
な
取
組

を
展
開
し
ま
す
。

特集「施政方針・当初予算」

すこやかで、ひとがつながり支え合うまちづくり
【地域福祉】
●「第3次地域福祉計画」に沿って、あらゆる世代や
対象に対応する包括的な相談支援体制の充実に努める
とともに、今年度から重層的支援体制整備事業を開始
することにより、さらに関係機関との連携を深め、分
野を越えた複合的な課題解決に向けた支援体制を構築
します。
●令和8年度の開催が決定した「第8回地域共生社会
推進全国サミット in いずみさの」の実施に向け、準
備を進めます。
【高齢者福祉】
●「第９期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画」に
基づき、在宅医療と介護の連携や認知症基本法に基づ
いた認知症施策の推進に努めます。
●泉佐野市長生会連合会、（公社）泉佐野市シルバー
人材センターへの活動支援を強化するとともに、一定
年齢に達した高齢者を対象として長寿祝金を支給する
など、地域において、自分らしい暮らしを続けること
ができるよう、各種施策を推進します。
●地域ポイント「さのぽ」付与による介護人材への支
援を引き続きおこないます。

【障害者福祉】
●「第4次障害者計画・第7期障害福祉計画及び第3期
障害児福祉計画」に沿って、障害のある人やその家族
が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、相談支
援体制を充実させるとともに、必要とされる障害福祉
サービスを確保し、障害者施策の推進に努めます。　
【健康・医療】
●「健康都市宣言」のもと、「すべての市民が健康なま
ち いずみさの」をめざし、市民一人ひとりが主役とな
り、さらなる健康寿命の延伸を図るため、第3次健康増
進計画、食育推進計画の策定に向けて取り組みます。
　また、本市が副支部長を務めている健康都市連合日
本支部の加盟都市と情報交換をおこないつつ、健康を
支える環境づくりを進めます。
●デジタル化した健康マイレージ事業「さのぽっ歩」は、
健康づくり活動を促すとともに、地域ポイント「さのぽ」
と連動し、健（検）診受診率の向上と地域経済の活性
化を図ります。
●地域医療は、地域の中核病院であり災害拠点病院で
もあるりんくう総合医療センターとともに、将来にわ
たり良質かつ適切な医療を安定的に受けられる医療提
供体制の構築に向けて取り組みます。
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万
博
会
場
で
の
催
事
で
は
、
日
根
神
社
ま
く
ら
ま
つ
り
や

大
木
の
担
い
だ
ん
じ
り
と
い
っ
た
地
域
の
伝
統
文
化
を
は
じ

め
、
市
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
多
様
な
出
展
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
万
博
を
体
験
い
た
だ
く
た
め
、

大
阪
府
と
連
携
し
た
複
数
回
の
子
ど
も
招
待
や
、
町
会
・
長

生
会
の
方
々
を
公
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
招
待
す
る
な
ど
、
市

が
率
先
し
て
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」

を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
、
今
後

の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
へ
と
繋
が
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命

注
力
し
ま
す
。

ひとを豊かに育むまちづくり
【子ども・子育て】
●国の「こども未来戦略」を指針として、「第2期いず
みさのこども未来総合計画」に基づき、「子育て日本一
のまち泉佐野」をめざし、こども・子育て支援施策の
充実に努めます。
●「泉佐野市こども基本条例」の普及・啓発を図り、
こどもの権利が尊重され、安全・安心に生活が送れる
よう必要な支援に努めます。
●家庭と地域における子育て支援は、地域子育て支援
拠点（地域子育て支援センター）を既存の3か所を含め、
すべての中学校区での設置をめざします。
●妊娠期から出産・子育て期にわたる支援は、「こども未
来センター」を中心に包括的な相談支援を実施します。
●多子世帯への支援は、第2子以降の出産を対象に、
地域ポイント「さのぽ」を付与する「いずみさの多子
世帯出産子育て応援事業」を実施し、経済的な支援に
努めます。
●予期せぬ妊娠や家庭生活に支障のある妊産婦を対象
に、一時的な居場所を提供するとともに、出産・生活
相談の支援を実施し、誰もが安心して出産・子育てが
できる環境整備に努めます。また、生まれてくるこど
もの命を守るいわゆる「赤ちゃんポスト」の設置を検
討します。
【学校教育】
●市独自施策の少人数学級の編成として、「小中学校支
援学級在籍児童生徒を含めた45人未満学級」「小学校
における支援学級在籍者を含めた通常学級学習者40人
以上となる学級」に対し、きめ細かな指導充実のため
に市費講師を配置するとともに、「中学校35人学級編
成」も、必要な講師を市費により配置します。

●教育支援センターの充実と不登校児童生徒の居場所
（フリースクール）の安定的かつ持続的な運営、活動
を支援します。
●ICT教育では、支援人材を派遣し、パソコン・タブレッ
ト端末を有効的に活用し教育DXを推進します。
●学校給食は、物価高騰対策として実施してきた給食
費無償化を今年度も継続し、安全・安心な給食の提供
はもとより、SDGsの観点から、有機農産物を使った
オーガニック給食を提供します。
●小学校の学校給食は、食育指導の推進や質の高い安
全・安心な給食の提供を目的に、自校方式と親子方式
により、今年度は第二小学校、北中小学校、末広小学
校において給食調理室の整備工事を実施します。
●スポーツや文化活動を通じ、地域住民の交流の場と
して、学校が地域コミュニティや生涯スポーツの拠点
となるよう、学校開放事業を引き続き推進します。
【生涯学習・スポーツ】
●市民一人ひとりが個性と能力を伸ばし、生きがいの
ある充実した生活を送れるよう、「いつでも」「どこで
も」「だれでも」学べるまちづくりを推進します。
●関西国際空港開港30周年の記念事業として、5月9・
10日に日本の伝統文化である将棋の藤井聡太竜王・
名人の名人戦第3局をホテル日航関西空港で開催し、
文化的教育の継承に取り組みます。
●スポーツ活動を通して子どもたちの体力づくりや礼
儀作法の習得に寄与する各種スポーツ団体の支援を行
います。
●スポーツ施設は、市民総合体育館のスポーツ器具類
並びに、健康増進センターの老朽化した設備の更新を
行い、利便性の向上と共に市民が安全で快適に施設を
利用できるよう、スポーツ環境の整備を図ります。

施
政
に
関
す
る
基
本
方
針
で
表
明
し
た
主
な
取
組
は
６
〜
９

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特集「施政方針・当初予算」

令和7年度 施政に関する基本方針  令和7年度 施政に関する基本方針  
「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」
～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～

　千代松市長は3月3日の定例市議会で、令和7年度の施政　千代松市長は3月3日の定例市議会で、令和7年度の施政
に関する基本方針を表明しました。に関する基本方針を表明しました。

問合先　政策推進課問合先　政策推進課
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安全でひとと環境にやさしいまちづくり
【消防・防災】
●消防団は、導入から20年を経過する南中分団のポン
プ車を更新し、あわせて必要な資器材の整備をおこな
うことにより、災害に対する機能強化を進めます。
●本市在住の外国人が増えていることを踏まえ、消防
団に国際分団を創設し、市内の外国人の安全・安心の
確保につながる活動に取り組みます。
●災害時の要配慮者への支援は、地域の絆づくり登録
制度の啓発に努め、自主防災組織や福祉事業者と連携
し、支援体制の整備を進めます。
【環境衛生・環境保全】
●環境保全対策は、「泉佐野市建築物等における不良
な生活環境の解消に関する条例」、「泉佐野市空き地の
雑草等の除去に関する条例」に基づき、良好な生活環
境の確保に努めます。
●産業用・住宅用自家消費向け太陽光発電、蓄電池
の設置補助を進め、ため池を活用した水上太陽光発
電の推進、木質バイオマスガス化発電の導入により、
2050年カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現を
めざします。

●浄化槽の維持管理は、指導・啓発をおこない、公共
用水域の水質保全、公衆衛生の向上に努めます。
【廃棄物処理】
●循環型社会の構築に向け、「一般廃棄物（ごみ)処理
基本計画」に基づき、市民、事業所、関係機関と連携
を図ります。
●サーキュラーエコノミー（循環型経済)の取組を進
めることにより、リサイクルへの意識高揚を促すとと
もに、廃棄物の減量化、再資源化を推進します。
【生活安全】
●消費者に対する啓発・情報発信の強化に加え、見守
り者に対しても出前講座を実施し、消費者被害の防止、
消費生活センターの認知度向上に努めます。
●高齢者の運転による事故防止を目的とした運転免許
証の自主返納促進奨励事業と、高齢者、中学生以下の
児童生徒を対象に自転車の重症事故減少を目的とした
ヘルメット購入費支援事業において、地域ポイント「さ
のぽ」の付与を引き続きおこないます。

特集「施政方針・当初予算」

快適で住みやすいまちづくり
【道路・交通】
●コミュニティバスおよび観光周遊バスは、運賃無料
での運行を継続します。
●路線バス犬鳴線が運行中でコミュニティバスの運行
が無い、大木、土丸、東上地区の高齢者への運賃助成
を継続するとともに、デマンド型乗合交通の実証実験
結果を踏まえ、公共交通の充実を検討します。
●泉佐野土丸線は、用地買収を進め、実施可能な区間
は地下埋設物の布設をおこないながら、道路整備に着
手します。
●笠松末広線は、用地境界を確定し、用地買収に向け
た補償費の算定や交渉を実施します。
●府道新家田尻線における大正大橋の架け替えおよび
歩道の整備は、早期完了をめざして事業を推進します。
【公園・緑地】
●幅広い世代が安全で安心して利用できるように、公
園・緑地の適切な維持管理に努め、施設の改修や修繕、
公園の再整備を進めます。
●ボール遊びができる公園へのニーズが高まるなか、各
小学校区にボール遊びが可能な公園の整備を進めます。
●泉佐野南部公園を拠点とし、府営泉佐野丘陵緑地や
大井関公園を結ぶ樫井川沿いの河川管理道路を利用
し、河川の景観を生かしたサイクリングロードや鯉の
ぼりの掲揚をおこない、「樫井川かわまちづくり計画」
に基づく事業を推進します。
【上下水道】
●「安全」「持続」「強靭」を理念として、安全で良質
な水を安定的に供給し、健全な経営を行うとともに自
然災害に強い水道をめざし事業運営を行います。

●今年6月検針分から翌年3月検針分までの家庭用水
道料金の約10％相当を減額します。
●汚水整備は、課題である下水道普及率の向上を図り、
指定避難所において災害時に有用なマンホールトイレ
整備を進めます。
●「下水道事業経営戦略」に基づき、健全かつ持続可
能な事業運営に努めます。
【住宅】
●移住・定住を促進するための取り組みとして、新築
住宅を購入または建設する場合に、地域ポイント「さ
のぽ」を付与する「住宅総合助成事業」、「住宅リフォー
ム助成制度」、「若年者世帯及び子育て世帯空き家活用
定住支援事業補助制度」を実施します。
●空家の所有者が不存在の場合に対する相続財産管理
人制度の活用などを行い、地域に悪影響をおよぼす空
家の解消に努めます。
●市営住宅の管理は、民間を活用し、入居者サービス
の向上や経費縮減を図るため、４月より指定管理者制
度を導入し、効率的で安全・安心な住宅の管理、運営
に努めます。
【市街地整備】
●JR東佐野駅のバリアフリー化に向けて、バリアフ
リー工事の詳細設計を進めます。
●日根野駅西地区における交通状況および駅舎へのア
クセス改善を目的に、ロータリー整備など公共施設を
整備するため、都市計画施設として都市計画決定の手
続きを進めます。
●南海泉佐野駅西口の市有地は、周辺用地も含めて利
便性を向上し、賑わい施設の整備などによる積極的活
用を推進します。
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市民と協働し、すべてのひとが輝けるまちづくり
【地域共助・地域コミュニティ】
●地域コミュニティ活動の支援としては、町会連合会
と連携した加入勧奨などとともに、町会・自治会の活
動拠点となる会館の大規模改修など整備事業への補助
制度を継続します。
●LED防犯灯や防犯カメラの設置に係る町会・自治会
などへの補助、高齢者宅への迷惑電話防止装置の設置
への支援を継続します。

【人権・多文化共生】
●「泉佐野市における部落差別撤廃とあらゆる差別を
なくすことをめざす条例」を市民、事業者、各種関係
団体へ周知するとともに、相談体制の充実やインター
ネット上の差別・人権侵害書込みのモニタリングなど、
人権施策の推進に一層努めます。
●「国際都市宣言」に基づき、市民や事業者、各種関
係団体と連携を図りながら国際交流活動を深め、文化
や言語、宗教、生活習慣などの違いを理解し尊重する
ための取組を進めます。

特集「施政方針・当初予算」

総合計画の実現に向けて
【挑戦的な自治体経営】
●泉佐野が「住みたいまち、住んでよかったまち」と
なるため、本市のブランド力向上を図ります。
●「外国人にやさしいまち」に向け、多言語や、やさ
しい日本語での幅広い情報発信を充実させます。
●広域行政について、泉州南広域連携勉強会にて分野
別に連携を深めるとともに、公共施設マネジメントな
ど行政ニーズに応じた広域連携を近隣自治体と推進し
ます。
【財政基盤の確立】
●あらたな中期財政運営方針に基づき、持続可能な財
政基盤を確立するため、地方債残高の減少に努めると
ともに、税外収入の確保に加え、新たな財源の創出に
努めます。

●「泉佐野市債権管理条例」に基づき、滞納処分の強
化と徴収率の向上に努めるとともに、歳出面も「公共
施設等総合管理計画」に基づく計画的な施設管理をお
こないます。
【進行管理】
●多様な手段で市民ニーズを的確に把握するとともに、
市政に反映できるよう公聴活動の充実を図ります。
●第5次総合計画の各施策において定めた重要業績評
価指標（KPI）に基づく行政評価システムの活用により、
本計画の将来像の実現に向け、機能的な市政運営に努
めます。

地域の強みを生かし、賑わいを創り出すまちづくり
【観光】
●大阪・関西万博に来る訪日外国人旅行者や国内旅行者
の本市への誘客を図るため観光施策の充実に努めます。
●古くから伝わる伝統文化として執り行われる行事を
後世に継承する取組を行っている団体を支援し、活力
あるコミュニティを維持・発展することによりまちの
活性化を図ります。
●犬鳴山に伝わる哀しい純愛をテーマにした演歌「さ
さゆり物語」を活用することにより、犬鳴山をはじめ
市のPRを図ります。
●日本遺産は、ストーリーの普及啓発・情報発信を関
係機関と連携しておこない、認知度の向上を図ります。
●樫井川流域は、犬鳴・大木地区を中心地域とした世界
農業遺産の申請に向けた取組を行い、世界かんがい施設
遺産「井川用水」と合わせて、普及啓発を推進します。
【国際化】
●市民の国際理解を進めるため、国際交流団体と協力し、
国際交流イベントを開催します。
●在住外国人への対応は、様々な生活上の相談をスムー
ズに相談窓口に繋ぐことができるよう、関係機関と連携
しながら、多言語や、やさしい日本語での情報発信、提
供に努めます。
●eスタジアム泉佐野を活用し、eスポーツ先進都市
に向けた取組を進め、国際会議やイベントのMICE誘
致に取り組みます。

●大阪・関西万博の開催期間中は、「まるかじりJAPAN」
をはじめ、本市の主要イベントや花火などを実施し、関
西国際空港が万博のファーストパビリオン、本市が万博
のセカンドパビリオンとなるべく取り組みます。
【産業】
●農業振興は、「地域計画」に基づき、将来の農地利用、
担い手確保などの取組を図るとともに、遊休農地を利用し
た野菜のオーガニック栽培の実証実験を推進し、農業者が
安全・安心な農作物を安定的に供給できるよう努めます。
●「第45回全国豊かな海づくり大会」の海上歓迎・放流
行事の開催市に本市が決定されたことを受け、来年度本
大会に向けて機運醸成のための取組を進めます。
●地域の新産業創出として、スタートアップ企業の実証実
験を実施する拠点運営や事業活動などを支援し、地域課題
の解決や、関連企業の誘致、産業の集積・共創を推進します。
●地場産業であるタオル産業は、販路拡大やブランドの
認知向上を図るため、世界に通用するブランドづくりの
ための様々なプロモーション活動に努めます。
【雇用・労働】
●スキマ時間を活用した多様な求人と柔軟な働き方を求め
る人をマッチングする「いずみさのマッチボックス」の活
用で、誰もが柔軟に働ける地域社会の実現に努めます。
●就職氷河期世代の人や新型コロナウイルスの影響に
より離職した人の就業に関する問題の解決を図るため、
SNSやAIを活用したオンライン上での就労相談、マッ
チング支援などに取り組みます。
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特集「施政方針・当初予算」
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一般会計 歳入
778億127万円

諸収入
33億5,689万円（4.34.3％）

使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・
財産収入・寄附金財産収入・寄附金 276億7,856万円（35.5％） 276億7,856万円（35.5％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
77億5,585万円（10.0％）77億5,585万円（10.0％）

市債 市債 
28億5,470万円  （28億5,470万円  （3.73.7％）％）

市税市税
214億7,651万円 214億7,651万円 
（27.6％）（27.6％）

国・府支出金国・府支出金
146億7,876万円（18.9％）146億7,876万円（18.9％）

一般会計 歳出
778億127万円
（目的別） 

一般会計 歳出
778億127万円
（性質別） 

人件人件費費
67億5,556万円（8.7％）67億5,556万円（8.7％）
普通建設事業普通建設事業費費 
70億7,290万円 （9.1％）（9.1％）

補助費等
137億7,681万円  
（17.7％）（17.7％）

積立金
103億8,958万円（13.4％13.4％）

貸付金・維持補修費等
19億9,884万円（2.6％）

扶助費扶助費
147億2,363万円147億2,363万円
 （18.9％） （18.9％）

繰出金繰出金
52億1,904万円（6.7％）52億1,904万円（6.7％）

物件費物件費
137億708万円（17.6％）137億708万円（17.6％）教育費教育費

71億6,896万円（9.2％）71億6,896万円（9.2％）

公債費公債費
41億5,783万円（5.3％）

消防費
14億3,921万円（1.8％）

議会費
2億9,693万円（0.4％）

公債費 
41億5,783万円（5.3％）諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・

商工費・商工費・労働費・予備費労働費・予備費
136億2,846万円（17.6％）136億2,846万円（17.6％）

民生費民生費
234億234億
5,323万円5,323万円
  （30.2％）  （30.2％）土木土木費費

51億6,780万円 （6.6％）51億6,780万円 （6.6％）
衛生費衛生費
66億8,486万円 （8.6％）66億8,486万円 （8.6％） 総務費総務費

158億399万円 158億399万円 
（20.3％）（20.3％）

会 計 名 令和7年度（万円）令和6年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 778億  127 670億4,504 107億5,623 116.0
国民健康保険事業特別会計 108億2,291 111億2,261 △2億9,970 97.3
公共用地先行取得事業特別会計 4億6,070 11億2,326 △6億6,256 41.0
介護保険事業特別会計 102億9,944 100億4,184 2億5,760 102.6
後期高齢者医療事業特別会計 16億5,040 16億　245 4,795 103.0
病院事業債管理特別会計 19億7,019 29億9,395 △10億2,376 65.8
りんくう公園事業特別会計 2億4,610 2億3,662 948 104.0
水道事業会計 47億  259 48億5,292 △1億5,033 96.9
下水道事業会計 90億2,274 91億3,493 △1億1,219 98.8

合　　　　計 1,169億7,634 1,081億5,362 88億2,272 108.2

各
会
計
予
算

※本年度と前年度において、繰上償還および借換債の発行は行っていない。

令和7年度 当初予算 総額1,169億7,634万円令和7年度 当初予算 総額1,169億7,634万円

一般会計歳入・歳出の内訳
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